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土
浦
市
は

70
周
年
を
迎
え
ま
す
！
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土
浦
市
制
施
行
70
周
年
の
記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
慶
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
土
浦
市
は
、
昭
和
15
年
11
月
３
日
に
、

土
浦
町
と
真
鍋
町
が
合
併
し
、
県
内
で
３
番
目
、
県
南

地
域
で
は
最
初
に
市
制
を
施
行
い
た
し
ま
し
た
。
平
成

18
年
に
は
新
治
村
と
合
併
し
、
霞
ヶ
浦
や
筑
波
山
麓
な

ど
の
水
と
緑
豊
か
な
自
然
と
歴
史
と
伝
統
に
育
ま
れ
た

14
万
４
０
０
０
人
の
都
市
へ
と
成
長
、
発
展
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
戦
後
の
苦
し
い
時
代
や
水
害
な
ど
幾
多
の

苦
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
生
活
基
盤
の
整
備
は
も
と

よ
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
、
産
業
の
振
興
、
教
育
の
充

実
な
ど
都
市
と
し
て
の
基
盤
を
整
え
、
県
南
地
域
の
行

政
、
経
済
、
交
通
な
ど
の
要
衝
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
先
人
た
ち
の
英
知
と

た
ゆ
ま
ぬ
御
努
力
に
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

今
日
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
球
規

模
で
の
環
境
問
題
な
ど
に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国

際
競
争
の
激
化
な
ど
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

環
境
は
以
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
変
化

を
続
け
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
ら
が
つ
く
る「
地
域
主
権
」
の
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
私
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き

市
制
施
行
70
周
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
歴
史
と
伝
統
の

ま
ち　

み
ん
な
で
創
ろ
う　

未
来
の
土
浦
」と
定
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
守
り
、
育
ま
れ
て
き
た
自
然
、
歴
史
、
伝
統
・

文
化
な
ど
の
貴
重
な
財
産
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
愛
す
る

「
土
浦
」の
未
来
を
開
き
、
更
な
る
飛
躍
・
発
展
に
つ
な
い

で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
期
待
を
込
め
た
も
の
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
の
年
を
、
土

浦
市
の
新
た
な
歴
史
と
伝
統
を
刻
む
出
発
点
と
し
て
と

ら
え
、
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
で
、
希
望
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
幸
せ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る「
日
本
一
住
み
や
す
い
ま
ち
土

浦
」
を
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
つ
く
り
あ
げ
、
自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
、
次
代
を
担
う
世
代
に
し
っ
か
り

と
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る

決
意
で
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
よ
り
一
層
の
御
健
勝
御
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
土
浦
市
の
限
り
な

い
発
展
の
た
め
、
深
い
御
理
解
と
更
な
る
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
の
ま
ち
　
み
ん
な
で
創
ろ
う
未
来
の
土
浦
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土浦町と真鍋町の合併により土浦市が誕生

霞空水上班を土浦海軍航空隊と改称（予科練）

土浦大洪水（滞水２週間）、赤痢流行

太平洋戦争がはじまる、小学校を国民学校と改称

土浦市章制定、大町火災

桜川鉄橋列車三重衝突事故で死傷者多数

市立土浦中学校創立（1952年に土浦三高となる）

六三制が実施され新制中学校が発足

学校給食開始

新制高校（土浦中を土浦一高、高女を土浦二高、市立中

を市立高に昇格）が発足

土浦市と荒川沖・都和村が合併

市営グランド野球場開設

市営グランド陸上競技場完成

土浦市と上大津村が合併

土浦商工会議所設立、土浦橋完成

消防本部発足

常磐線が土浦まで電化、水郷国定公園指定

土浦工業高校創立

台風18号で桜川以南（高津方面）洪水

土浦が低開発地域に指定され、1964年から工業団地造成

が始まる

市営プール完成

市街地開発地域に指定される（住宅地が急増する）

新市庁舎完成

東京オリンピック聖火土浦に一泊

霞ヶ浦ヨットハーバー開設

土浦短大創立（1997年につくば国際短期大学となる）

神立工業団地の操業開始

市民会館開館

銭亀新橋完成、国民宿舎「水郷」開業、第１次石油ショック

茨城国体開催、人口10万人突破

霞ヶ浦で帆曳船再就航

上高津貝塚国史跡指定

荒川沖駅橋上化、土浦農業協同組合発足

水郷プール開設、市営斎場完成

心身障害者福祉センター開設

国道６号土浦バイパス・常磐自動車道谷田部～千代田石

岡間開通

亀城プラザ開館、土浦駅東西自由通路完成、土浦湖北高

校創立

土浦高架橋開通、川口ショッピングモール完成

公設地方卸売市場完成、市の木・花・鳥制定

土浦港湖岸プロムナード完成

筑波鉄道（土浦～岩瀬間40.1㎞）廃止

市立博物館開館

市立武道館開館

グラジオラス銘柄産地に指定される

土浦ケーブルテレビ開局

独フリードリッヒスハーフェン市と友好都市を締結

つくば国際大学創立

第６回世界湖沼会議霞ヶ浦’95開催

土浦駅前再開発ビル「ウララ」完成

土浦城東櫓完成、竣工記念土浦薪能公演

管理型一般廃棄物最終処分場完成

ツェッペリン号再来歓迎式典開催

土浦市と新治村が合併

国文祭いばらき2008開催

第７次土浦市総合計画策定

米カリフォルニア州パロアルト市と姉妹都市を締結

防犯ステーションまちばん荒川沖開設
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